
























た英語音声学の代表的な文献に Gimson’s Pronunciation of English がある。その初版は A. C. 
Gimson により1962年に An Introduction to the Pronunciation of English というタイトルで出
版され、第 4 版は S. Ramsaran、第 5 版以降は Gimson’s Pronunciation of English というタイ
トルに変更され、A. Cruttenden が引き継いでいる。その最新版となる第 8 版が2014年に出版
された。第 8 版で目を引くのは、/eə/ から /ɛː/、/æ/ から /a/ となった音素表記の変更である。











































語学者 Alan Ross がいる。Ross はこの２つの関係を以下のように述べている。
　　“Today, in 1956, the English class system is essentially tripartite—there exist an upper, 
a middle, and a  lower class.  It  is solely by  its  language that the upper class  is clearly 
marked off from the others.” （Ross, 2002 ［1956］: 3）
　今から約50年以上前の文献であるが、この見方は現在も変わっていないようである。社会














　Ross は上流階級とそれ以外の階級に見られる言語の違いを論文 U and Non-U（７）で発表









/fetʃ/ が韻を踏むという説明、つまり /æ/ が［ɛ］となる点に関して言うと、この特徴は英語
音声学者 A. C. Gimson （1962）の説明と一致し、RP の中でも“refined RP” （Gimson, 1962: 
101）とされている。






　しかしながら、Gimson’s Pronunciation of English と改名し、第 5 版から引き継いだ




この見解は、Cruttenden （19945）だけではない。2014年 4 月 7 日の英字新聞 The Times に
“Voice coaches wanted to rub polish off posh accents”という見出しの記事が掲載された。こ









以下、BBC と略）のアーカイブとして残っている。The Frost Report （1966年から1967年の放 




























































%  %  %   % %  %  %  %  % 
労働者階級 63 66 67  65 61 61 58 57 52
中流階級 - 28 30  29 - 32 35 40 44
中・上流階級 28 - -  - 30 - - - -
不明 9 - -  6 9 - - - 3
どちらでもない・不明 - 5 4  - - 7 7 3 -

















































（１）Gimson’s Pronunciation of English も出版社が Hodder Arnold から Routledge に移ると同時に、そ
の表記変更がなされている。
（２）音質の変化は指摘するものの、従来の発音表記を採用する方法もある。/æ/ に関して言うと、Daniel 
Jones による発音辞典 English Pronouncing Dictionary を第15版から引き継いだ Peter Roach と
















ント図で表すと以下のようになる。（Armstrongは●、English Pronunciation in Useは■で表示する）
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